
別紙1

計算書類に対する注記(法人会計)

１．継続事業の前提に関する注記

該当事項なし

２．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　・該当なし
（２）固定資産の減価償却の方法
　　　・有形固定資産
　　　　　定額法
　　　　　残存価格
　　　　　　　平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産については取得価格の10％。ただし、耐用年数到来
              時においても使用し続けている有形固定資産については、さらに備忘価格（1円）まで償却を行っ
              ています。
　　　　　　　平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産については、残存価格をゼロとし、償却累計額が当該
              資産の取得価格から備忘価格（1円）を控除した金額に達するまで償却を行っています。
　　　・無形固定資産
　　　　　定額法
　　　　　残存価格
　　　　　　　残存価格ゼロとし、取得額全額を償却対象としております。
　　　・リース資産
　　　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。
　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。
（３）引当金の計上基準
　　　・退職給付引当金
　　　　　　当法人で採用している熊本県退職共済制度に基づき、当期末における熊本県退職共済制度への法人負
            担の掛金累計額を計上している。
　　　・賞与引当金
　　　　　　従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上している。

３．重要な会計方針の変更

該当事項なし

４．法人で採用する退職給付制度

当法人は、独立行政法人福祉医療機構の実施する退職共済制度及び熊本県退職共済制度を採用している。

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

当法人の作成する財務諸表は以下のとおりになっている。
　(1) 法人全体の財務諸表
　　第1号の1様式、第2号の1様式、第3号の1様式を作成している。
　(2) 事業区分別内訳表
　　第1号の2様式、第2号の2様式、第3号の2様式を作成している。
　(3) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表
　　第1号の3様式、第2号の3様式、第3号の3様式を作成している。
　(4) 各拠点区分におけるサービス区分の内容
　　①あゆの里拠点（社会福祉事業）
　　　ア　法人本部
　　　イ　施設入所支援
　　　ウ　生活介護
　　　エ　就労継続支援B型
　　　オ　グループホーム
　　　カ　相談支援
　　　キ　日中一時支援
　　　ク　短期入所支援
　　②緑川荘拠点（社会福祉事業）
　　　ア　養護老人ホーム 緑川荘
　　③あゆの里収益事業拠点（収益事業）
　　　ア　あゆの里収益事業



６．基本財産の増減の内容及び金額

　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
(単位：円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
土地 136,195,512 136,195,512 
建物 363,385,044 151,800,000 23,679,021 491,506,023 

合 計 499,580,556 151,800,000 23,679,021 627,701,535 

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当事項なし

８．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。
　　　土地（基本財産）　　　　　　　　　　　　　68,000,000円
　　　建物（基本財産）　　　　　　　　　　 　　270,238,914円
　　　―――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　 　　338,238,914円
担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。
　　　設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）23,585,000円
　　　―――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　23,585,000円

９．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
(単位：円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建物（基本財産） 847,045,052 355,539,029 491,506,023 
建物（その他の固定資産） 1,195,550 293,786 901,764 
構築物 59,226,496 41,592,369 17,634,127 
機械及び装置 48,540,780 38,528,807 10,011,973 
車輌運搬具 25,607,360 22,725,244 2,882,116 
器具及び備品 52,900,596 41,837,376 11,063,220 
ソフトウェア 3,696,698 3,696,698 0 

合 計 1,038,212,532 504,213,309 533,999,223 

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

１２．関連当事者との取引の内容

該当なし

１３．重要な偶発債務

該当事項なし

１４．重要な後発事象

該当事項なし



１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために必
      要な事項

次期繰越就労支援事業活動増減差額に関する注記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　就労継続支援B型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　――――――――
就労支援事業活動増減差額　　　　　　　  △1,291,368
前期繰越就労支援事業活動増減差額　　　　  5,604,318
――――――――――――――――――――――――――
当期繰越就労支援事業活動増減差額　　　　　4,312,950
工賃変動積立金取崩額　　　　　　　　　　　　　　　0
施設等整備積立金取崩額　　　　　　　　　　　　　　0
工賃変動積立金積立額　　　　　　　　　　　　　　　0
施設等整備積立金積立額　　　　　　　　　　　　　　0
――――――――――――――――――――――――――
次期繰越就労支援事業活動増減差額　　　　　4,312,950
――――――――――――――――――――――――――



別紙2

計算書類に対する注記(あゆの里（拠点区分）)

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　・該当なし
（２）固定資産の減価償却の方法
　　　・有形固定資産
　　　　　定額法
　　　　　残存価格
　　　　　　　平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産については取得価格の10％。ただし、耐用年数到来
              時においても使用し続けている有形固定資産については、さらに備忘価格（1円）まで償却を行っ
              ています。
　　　　　　　平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産については、残存価格をゼロとし、償却累計額が当該
              資産の取得価格から備忘価格（1円）を控除した金額に達するまで償却を行っています。
　　　・無形固定資産
　　　　　定額法
　　　　　残存価格
　　　　　　　残存価格ゼロとし、取得額全額を償却対象としております。
　　　・リース資産
　　　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。
　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。
（３）引当金の計上基準
　　　・退職給付引当金
　　　　　　当法人で採用している熊本県退職共済制度に基づき、当期末における熊本県退職共済制度への法人負
            担の掛金累計額を計上している。
　　　・賞与引当金
　　　　　　従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上している。

２．重要な会計方針の変更

該当事項なし

３．採用する退職給付制度

当法人は、独立行政法人福祉医療機構の実施する退職共済制度及び熊本県退職共済制度を採用している。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する財務諸表等は以下のとおりになっている。
(1) あゆの里拠点の財務諸表
　　　第1号の4様式、第2号の4様式、第3号の4様式を作成している。
(2) 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙3(⑪)）
　　　ア　法人本部
　　　イ　施設入所支援
　　　ウ　生活介護
　　　エ　就労継続支援B型
　　　オ　グループホーム
　　　カ　相談支援
　　　キ　日中一時支援
　　　ク　短期入所支援
(3) 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙3(⑩)）は省略している。

５．基本財産の増減の内容及び金額

　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
(単位：円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
土地 68,195,512 68,195,512 
建物 236,497,961 15,230,852 221,267,109 

合 計 304,693,473 15,230,852 289,462,621 

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当事項なし



７．担保に供している資産

該当事項なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
(単位：円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建物（基本財産） 484,685,955 263,418,846 221,267,109 
建物（その他の固定資産） 515,150 134,235 380,915 
構築物 39,896,236 36,584,855 3,311,381 
機械及び装置 21,268,230 19,046,450 2,221,780 
車輌運搬具 22,498,624 19,616,511 2,882,113 
器具及び備品 41,511,920 32,778,556 8,733,364 
ソフトウェア 2,797,699 2,797,699 0 

合 計 613,173,814 374,377,152 238,796,662 

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

１１．重要な後発事象

該当事項なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために必
      要な事項

次期繰越就労支援事業活動増減差額に関する注記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　就労継続支援B型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　――――――――
就労支援事業活動増減差額　　　　　　　　△1,291,368
前期繰越就労支援事業活動増減差額　　　　  5,604,318
――――――――――――――――――――――――――
当期繰越就労支援事業活動増減差額　　　　　4,312,950
工賃変動積立金取崩額　　　　　　　　　　　　　　　0
施設等整備積立金取崩額　　　　　　　　　　　　　　0
工賃変動積立金積立額　　　　　　　　　　　　　　　0
施設等整備積立金積立額　　　　　　　　　　　　　　0
――――――――――――――――――――――――――
次期繰越就労支援事業活動増減差額　　　　　4,312,950
――――――――――――――――――――――――――



別紙2

計算書類に対する注記(緑川荘(拠点))

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　・該当なし
（２）固定資産の減価償却の方法
　　　・有形固定資産
　　　　　定額法
　　　　　残存価格
　　　　　　　平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産については取得価格の10％。ただし、耐用年数到来時にお
　　　　　　いても使用し続けている有形固定資産については、さらに備忘価格（1円）まで償却を行っています。
　　　　　　　平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産については、残存価格をゼロとし、償却累計額が当該資産の
　　　　　　取得価格から備忘価格（1円）を控除した金額に達するまで償却を行っています。
　　　・無形固定資産
　　　　　定額法
　　　　　残存価格
　　　　　　　残存価格ゼロとし、取得額全額を償却対象としております。
　　　・リース資産
　　　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。
　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。
（３）引当金の計上基準
　　　・退職給付引当金
　　　　　　当法人で採用している熊本県退職共済制度に基づき、当期末における熊本県退職共済制度への法人負担の掛
　　　　　金累計額を計上している。
　　　・賞与引当金
　　　　　　従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上している。

２．重要な会計方針の変更

該当事項なし

３．採用する退職給付制度

当法人は、独立行政法人福祉医療機構の実施する退職共済制度及び熊本県退職共済制度を採用している。

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する財務諸表等は下記のとうりになっている。
（１）緑川荘拠点の財務諸表
        第１号の第４様式、第２号の第４様式、第３号の第４様式を作成している。
（２）拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）
        ア  養護老人ホーム緑川荘
（３）拠点区分資金収支明細書 (会計基準別紙３(⑩)）
        ア  養護老人ホーム緑川荘

５．基本財産の増減の内容及び金額

　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
(単位：円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
土地 68,000,000 68,000,000 
建物 126,887,083 151,800,000 8,448,169 270,238,914 

合 計 194,887,083 151,800,000 8,448,169 338,238,914 

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当事項なし



７．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。
　　　土地（基本財産）　　　　　　　　　　　　　68,000,000円
　　　建物（基本財産）　　　　　　　　　　 　　270,238,914円
　　　―――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　 　　338,238,914円
担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。
　　　設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）23,585,000円
　　　―――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　23,585,000円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
(単位：円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建物（基本財産） 362,359,097 92,120,183 270,238,914 
建物（その他の固定資産） 680,400 159,551 520,849 
構築物 19,330,260 5,007,514 14,322,746 
機械及び装置 10,272,550 6,616,926 3,655,624 
車輌運搬具 3,108,736 3,108,733 3 
器具及び備品 11,388,676 9,058,820 2,329,856 
ソフトウェア 898,999 898,999 0 

合 計 408,038,718 116,970,726 291,067,992 

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。
(単位：円)

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高
該当事項なし

合 計

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。
(単位：円)

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益
該当事項なし

合 計

１１．重要な後発事象

該当事項なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために必
      要な事項

該当事項なし



別紙2

計算書類に対する注記(あゆの里収益事業(拠点))

１．重要な会計方針

（1）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　・該当なし
（2）固定資産の減価償却の方法
　　　・有形固定資産
　　　　　定額法
　　　　　残存価格
　　　　　　　平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産については取得価格の10％。ただし、耐用年数到来
              時においても使用し続けている有形固定資産については、さらに備忘価格（1円）まで償却を行っ
              ています。
　　　　　　　平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産については、残存価格をゼロとし、償却累計額が当該
              資産の取得価格から備忘価格（1円）を控除した金額に達するまで償却を行っています。
　　　・無形固定資産
　　　　　定額法
　　　　　残存価格
　　　　　　　残存価格ゼロとし、取得額全額を償却対象としております。
　　　・リース資産
　　　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。
　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。
（3）引当金の計上基準
　　　・該当なし

２．重要な会計方針の変更

該当事項なし

３．採用する退職給付制度

該当事項なし

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当拠点区分において作成する財務諸表等は以下のとおりになっている。
(1) あゆの里収益事業拠点の財務諸表
　　　第1号の4様式、第2号の4様式、第3号の4様式を作成している。
(2) 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙3(⑪)）
　　　ア　あゆの里収益事業
(3) 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙3(⑩)）
　　　ア　あゆの里収益事業

５．基本財産の増減の内容及び金額

　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
(単位：円)

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
土地 0 0 
建物 0 0 

合 計 0 0 

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当事項なし

７．担保に供している資産

該当事項なし



８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
(単位：円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高
機械及び装置 17,000,000 12,865,431 4,134,569 

合 計 17,000,000 12,865,431 4,134,569 

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
(貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。)

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

１１．重要な後発事象

該当事項なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために必
      要な事項

該当事項なし


